
年間第 32 主日

もう一人のおとめ
マタイ福音書 25：1-13

（そのとき、イエスは弟子たちにこのたとえを語られた。）「天の国は次の

ようにたとえられる。十人のおとめがそれぞれともし火を持って、花婿を迎

えに出て行く。そのうちの五人は愚かで、五人は賢かった。愚かなおとめた

ちは、ともし火は持っていたが、油の用意をしていなかった。賢いおとめた

ちは、それぞれのともし火と一緒に、壺に油を入れて持っていた。ところが、

花婿の来るのが遅れたので、皆眠気がさして眠り込んでしまった。真夜中に

『花婿だ。迎えに出なさい』と叫ぶ声がした。そこで、おとめたちは皆起き

て、それぞれのともし火を整えた。愚かなおとめたちは、賢いおとめたちに

言った。『油を分けてください。わたしたちのともし火は消えそうです。』

賢いおとめたちは答えた。『分けてあげるほどはありません。それより、店

に行って、自分の分を買って来なさい。』愚かなおとめたちが買いに行って

いる間に、花婿が到着して、用意のできている五人は、花婿と一緒に婚宴の

席に入り、戸が閉められた。その後で、ほかのおとめたちも来て、『御主人

様、御主人様、開けてください』と言った。しかし主人は、『はっきり言っ

ておく。わたしはお前たちを知らない』と答えた。だから、目を覚ましてい

なさい。あなたがたは、その日、その時を知らないのだから。」  

説教 

3 年前の説教で、五人の賢いおとめ vs.五人の愚かなおとめに、もう一組の

ずる賢いおとめたちを加えてみました。賢い五人組と愚かな五人組は見方を

かえれば、イジワルな五人と可哀そうな五人と言えるのではないかと思うか

らでした。
（イジワルいわないで、油ぐらい貸してあげればいいのにね。締め出されたおとめは可哀

そう。）



そこで、わたしが考えた「ずる賢い」おとめたちは、油切れでともし火は消

えているけれど店には買いに走らず、消えたともし火をもって花婿を迎え入

れそのまま婚宴に参加してしまう、ずるいおとめ五人組でした。

婚宴の席とは神の国の完成の姿を表しています。十人のおとめのうち、賢い

方が入ることができたというたとえ話です。このたとえをうけて福音は「だ

から、目を覚ましていなさい」と結びます。

目的があれば目的達成のための手段を考えます。目的に近づくために計画、

プランを練ります。きょうのたとえ話では目的＝婚宴参加であり、賢いおと

めたちのプランは「予備の油」でした。愚かなおとめたちはプランを考えず、

用意をおこたったので予備の油がありませんでした。わたしが考えたずるい

おとめたちは同じく油切れでしたが「手段を選ばない」というプランを臨機

応変にあみだし、目的達成＝婚宴参加を果たすおとめたちです。

　
真夜中に『花婿だ。迎えに出なさい』と叫ぶ声がした。そこで、おとめたちは皆起

きて、それぞれのともし火を整えた。愚かなおとめたちは、賢いおとめたちに言っ

た。『油を分けてください。わたしたちのともし火は消えそうです。』賢いおとめ

たちは答えた。『分けてあげるほどはありません。それより、店に行って、自分の

分を買って来なさい。』愚かなおとめたちが買いに行っている間に、花婿が到着し

て、用意のできている五人は、花婿と一緒に婚宴の席に入り、戸が閉められた。マ

タ 25:6-10

出迎え準備の伝令が聞こえているのに買い物に行ったおとめたちは予想通り

締め出しをくらいます。間に合うはずがないのに「自分の分を買ってこい」

といわれて素直に駆け出したおとめたちは結果として騙されています。

目的があるとダマされます。目的に目がくらんでダマされやすくなります。

婚宴参加目的のためにはとどまって花婿を迎えなければならないのに、愚か

にもその場をはなれてしまいました。ともし火がともっているのは花婿迎え



入れの手段にすぎなのに、そこにこだわってしまったところに愚かなおとめ

たちの問題があったのかもしれません。ヒトは得てして目的と手段をごっ

ちゃにしがちです。

仮にもう一人おとめがいたとします。彼女もほかのおとめたちと同じように

待ちくたびれて寝てしまいます。そして伝令の声で花婿を出迎えにいきます。

彼女のともし火もすでに油切れで灯りません。彼女はともし火が灯っていよ

うといまいとおかまいなしに心をむなしくして花婿の到来を待っています。

案の定、彼女は花嫁の家に置いてきぼりをくらい婚宴には参加できませんで

した。しかし、彼女は花婿を迎えることはできました。彼女のゴールは婚宴

の席に着くことではなく、花婿を迎えることだとするなら彼女はゴールテー

プを切った。目的は達成したのです。

天国を目的としない生き方を選ぶことはおろかな選択ではありません。無心

のおとめ、おおいにケッコウ。目的をもつ者はダマされます。賢いおとめを

見習って予備の油に固執することは「目的と手段」のはき違えに陥ります。

十人のおとめの裏側、むこう側を見通すことで福音の説く「賢さ」「おろか

さ」の真の意味が見えてきます。イエスのことばは真の意味を悟れとわたし

たちに伝えています。
-----------------------------------


